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● 組織図 ● 組織数
国土交通省

九州地方整備局

総務部
防災室・災害対策マネジメント室

企画部
建政部
河川部
道路部
港湾空港部
営繕部
用地部

事務所
（44 事務所）

本　局

事務所

部
課・室

河川・道路関係事務所
河川関係事務所
道路関係事務所
港湾空港関係事務所
営繕関係事務所
公園関係事務所
技術事務所

8
50
44
9
13
5
13
2
1
1

● 局・事務所位置図
国土交通省 九州地方整備局

河川・道路関係事務所（9箇所）

1

5

4

3

2

長崎河川国道事務所

熊本河川国道事務所

八代河川国道事務所

熊本復興事務所

大分河川国道事務所

6

9

8

7

佐伯河川国道事務所

宮崎河川国道事務所

延岡河川国道事務所

大隅河川国道事務所

10

14

13

15

16

17

18

19

20

21

22

12

11

筑後川河川事務所

遠賀川河川事務所

武雄河川事務所

佐賀河川事務所

雲仙復興事務所

菊池川河川事務所

川辺川ダム砂防事務所

立野ダム工事事務所

山国川河川事務所

川内川河川事務所

筑後川ダム統合管理事務所

緑川ダム管理所

鶴田ダム管理所

河川関係事務所（13箇所）

道路関係事務所（5箇所）

23

27

26

24

25

福岡国道事務所

北九州国道事務所

有明海沿岸国道事務所

佐賀国道事務所

鹿児島国道事務所

港湾空港関係事務所（13箇所）

28

32

31

33

34

35

36

37

38

39

40

30

29

下関港湾事務所

北九州港湾・空港整備事務所

博多港湾・空港整備事務所

苅田港湾事務所

唐津港湾事務所

長崎港湾・空港整備事務所

熊本港湾・空港整備事務所

別府港湾・空港整備事務所

宮崎港湾・空港整備事務所

鹿児島港湾・空港整備事務所

志布志港湾事務所

関門航路事務所

下関港湾空港技術調査事務所

営繕関係事務所（2箇所）

41

42

熊本営繕事務所

鹿児島営繕事務所

公園関係事務所（1箇所）

43 国営海の中道海浜公園事務所

技術事務所（1箇所）

44 九州技術事務所

組織のご案内

国土交通省九州地方整備局
〒812－0013 福岡市博多区博多駅東2丁目10番7号　福岡第二合同庁舎

ホームページ

みなさまの声を聞かせてください。九州地方整備局ホームページ「お問い合わせ」で受け付けています。
【九州地方整備局 Facebook】
下記のアドレス又は、右のQRコードからアクセスして下さい。
https://www.facebook.com/qsr.mlit.go.jp

【九州地方整備局 Twitter 採用情報】
下記のアドレス又は、右のQRコードからアクセスして下さい。
https://twitter.com/mlitKyushusaiyo

【九州地方整備局 Twitter】
下記のアドレス又は、右のQRコードからアクセスして下さい。
https://twitter.com/mlit_kyushu

【九州地方整備局 YouTube】
検索フォームに「九州地方整備局」と入力し検索又は、
右のQRコードからアクセスして下さい。

http://www.qsr.mlit.go.jp/ Eメール qsr-kikaku@mlit.go.jp

TEL.092(471)6331(代)

採用情報

港湾管理者：下関市
連　携　船　社：MSCクルーズ

港湾管理者：鹿児島県
連　携　船　社：ロイヤルカリビアン・クルーズ

フェリー・RORO船の荷役（北九州港新門司地区）

高齢者の移動支援

農作物の搬送支援

長期社会実験：Ｈ31.1.21～Ｈ31.3.15

長期社会実験Ｈ30.11.2～Ｈ30.12.21

コンテナ岸壁の延伸事業（博多港アイランドシティ地区）

建設業協会との共同による
現場見学会

現場見学会「おやじの日」の開催
九州ブロック発注者協議会

◇滑走路増設事業の概要

◇官民連携による国際クルーズ拠点を形成する港湾の状況

◇道の駅芦北でこぽん

◇福岡県みやま市山川支所

2020年供用開始
港湾管理者：佐世保市
連　携　船　社：カーニバル・コーポレーション＆plc
▼官民連携による国際旅客船拠点形成イメージ

2020年供用開始
港湾管理者：熊本県
連　携　船　社：ロイヤルカリビアン・クルーズ
▼官民連携による国際旅客船拠点形成イメージ

モデル事務所：立野ダム工事事務所

カメラで
波線を認識

＊BIM/CIMは Building / Construction Information
   Modeling,Management の意味

3次元モデルによる可視化で、設計ミ
ス防止、施工手順のチェック等、実物
を実感できるため迅速な判断や合意
形成が可能です。

資料：東九州道沿線23市町ヒアリング調査

昭和63年

平成28年
4月

86420 10
（時間）

8時間45分

4時間25分短縮
4時間20分

【生産性向上のイメージ】

【ICT土工活用工事の効果】 【BIM/CIM活用のイメージ】

【ICT土工】

150100500 200
（人日）

ICT施工

作業時間縮減効果

従来施工

111.0

170.3

ICT導入で約3割
生産性を向上

3次元データを重機に読み込み、
確認しながら目印（丁張り）無しで
効率的に工事を行います

※時間距離とは・・中心都市から
各都市までの距離を自動車での
所要時間で表現したもの。 ▲ 北九州市～宮崎市の所要時間比較

▲ 沿線市町の企業立地・増設件数の推移

▲ 延岡市からの時間距離の変化

新
規
企
業
立
地
・
増
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の
累
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件
）

H21

H21年から約670企業が進出
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資料：東九州道沿線23市町ヒアリング調査

▲ 新規雇用者数の推移

新
規
雇
用
数
の
累
計（
人
）

H21

169

1,216

2,903

4,497

5,785

7,696

9,571
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12,348

195 195
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344 344 352

H21年から約1.2万人の雇用を創出
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▲ 平成21年以降の企業立地・増設件数

東九州道開通延長（㎞）

累計新規雇用者数（人）

・広域地方計画は、国土形成計画法に基づき平成27年8月に閣議決定された「国土形成計画（全国計画）」を受け、各広域ブ
ロックの自立的発展に向け、21世紀前半期を展望しつつ、今後概ね10年間の地域のグランドデザインをとりまとめたもの。

・世界の成長センターであるアジア地域の成長力を引き込む日
本の成長センター「ゲートウェイ九州」となって、日本の経済成
長に貢献することを目指しています。

・アジアとの交流・連携を促進する「ゲートウェイ九州」の形成プ
ロジェクト
・国内各圏域との交流・連携の強化プロジェクト

重点的に取り組む5つの戦略とそれを支える12のプロジェクト

国内・国際線の需要が大きく伸び続けている福岡空港では、慢性的に発生している航空機混雑を抜本的に解消するため、滑
走路増設事業を推進します。

近年の激甚化する災害やインフラ老朽化等の課題に対し、最前線で地域の安全・安心を担う「地域の守り手」である
「建設業の担い手の確保・育成」が課題です。
そこで、若者が希望を持って入職し安心して働ける建設業を目指し、週休2日をはじめとした働き方改革や工事現場の
環境改善などについて、他の発注機関とも連携し取り組んでいます。

調査、計画、設計、施工、検査、維持管理の全建設生産プロセスに最新のICT（情報通信技術）を活用した3次元モデル
を活用し、自動化・ロボット化・AIなどの新技術を導入することにより、生産性や安全性の向上を図ります。

急増するクルーズ需要やクルーズ船の大型化に対応したクルーズ船の受入環境の整備を推進するとともに、官民連携による
国際クルーズ拠点の形成を図るなど、「訪日クルーズ旅客500万人時代」に向けた施策を推進します。

深刻化するトラック運転手不足やモーダルシフト需要の増大を背景として、九州に発着するフェリーやRORO船の大型化が
進展しています。また、九州の港湾には東アジアとを結ぶ外貿コンテナ航路が充実し、九州の地域産業を支える輸送手段として
利用されていますが、コンテナ取扱量の増加に伴う港湾機能の強化が必要となっています。
港湾施設を整備することにより、港湾関連貨物の輸送時間・輸送コストを削減し、地域産業の発展及び国際競争力の強化を
図ります。

東九州自動車道が北九州市から宮崎市まで直結したことにより、循環型の高速道路ネットワークが構築されました。昭
和63年当時と比べると、北九州市から宮崎市までの所要時間が4時間25分短縮されました。引き続き、九州横断軸を整
備促進し、生産性を向上する道路ネットワークを構築していきます。

東九州自動車道の延伸や開通に伴い、沿線の市町では平成21年から7年間で約670件の企業が進出しました。新たに約1.2万人
の雇用が創出され、地域経済の活性化に寄与しています。

高齢化が進行する中山間地域における人流・物流の確保のため、「道の駅」など地域の拠点を核とする自動運転サービスの
社会実験・実装を支援しています。

週休2日推進による「働き方改革」や
入札制度の取り組み

■九州圏の３つの将来像
1.日本の成長センター「ゲートウェイ九州」

2.三層の重層的な圏域構造からなる「元気な九州圏」

九州圏広域地方計画ホームページ
http://www.qsr.mlit.go.jp/suishin/

3.巨大災害対策や環境調和を発展の原動力とする
　「美しく強い九州」

■将来像の実現に向けた戦略（プロジェクト）

１.アジアゲートウェイ機能の強化

・九州圏に活力をもたらす交流・連携の促進プロジェクト
・九州圏の交流・連携を促進するネットワーク基盤の整備プロ
ジェクト

2.九州圏の活力を創出する交流・連携の促進

・九州圏を支える基幹産業の発展と活性化プロジェクト
・高度なニーズにこたえる農林水産業や地域産業の新たな展開
プロジェクト

3.九州圏の基幹産業や地域産業の活性化

・九州圏の活力源となる高次都市機能の向上と連携の強化プロ
ジェクト
・都市と農山漁村の連携の強化と生活環境の向上プロジェクト
・離島・半島・中山間地域等の活力の維持と向上を図る定住環境
の形成プロジェクト　
・九州圏の活力を担う人材の地産地活プロジェクト

4.九州圏の圏域機能の向上と連携の強化

・巨大災害等への対応力の強化プロジェクト
・環境負荷の軽減と自然環境・国土の保全プロジェクト

5.九州圏の安全・安心の確保と自然環境・国土の保全

九州圏広域地方計画 検 索

九州圏広域地方計画　日本の成長センター「ゲートウェイ九州」～新しい風を西から～

港湾管理者とクルーズ船社が連携し、クルーズ船の受入施設を効率的
に整備します。港湾管理者は旅客施設などを整備したクルーズ船社に
岸壁の優先的な使用を認め、国は岸壁整備などを実施します。

週休2日応援サイト 検索

週休2日モデル工事の拡大や施工時期の平準化等に
より、建設業における働き方改革を推進しています。
また、工事の入札契約手続きにおいて、新技術の促進
や若手技術者の活用を促す取組を実施しています。

建設現場の環境改善【快適トイレの導入】
建設現場において男女ともに働きやすい環境となる
ように、女性も安心して利用できる「快適トイレ」を導入
しています。

現場見学会等の開催
次世代の建設業における担い手の確保を目指し、学生
等を対象とした現場見学会や、建設業で働くお父さんと
その家族を招いた「おやじの日」などを開催しています。

九州ブロック発注者協議会
国、特殊法人等及び地方公共団体の各発注者が一堂
に会し、様々な施策の取組状況の共有や推進・強化に向
け意見交換を実施しています。

『週休2日応援サイト』や
『Facebookページ』の開設により
企業の取組を支援しています。

■九州の将来像

■道路ネットワーク整備による整備効果 ■航空ネットワークの充実 ■建設業の担い手の確保・育成

■i-Constructionの推進

■「訪日クルーズ旅客500万人時代」に向けたクルーズ船の受入環境の整備

■地域産業の発展・国際競争力強化のための港湾整備

■生産性を向上する道路ネットワークの推進

■地域の拠点を核とする自動運転サービスの社会実験・実装に向けた取組

流出した油の除去作業（令和元年8月豪雨） 道路の被災調査（台風第19号） ドローン飛行部隊による被災調査
（平成29年7月九州北部豪雨）

事業所を対象とした
河川防災・減災セミナーの開催

激甚な水害が発生した地域での遊水池整備
（六角川水系における河川激甚災害対策特別緊急事業）

流下断面拡大のための堤防（引堤）を整備
（川内川河川改修事業）

治水ダムの建設
（立野ダム建設事業）

自治体との連携による
地域住民のタイムライン作成支援

気象台との合同記者会見により
大雨、洪水への警戒を呼びかけ

大淀川水系直轄砂防事業（宮崎県都城市） 桜島直轄砂防事業（鹿児島県鹿児島市） 雲仙直轄砂防事業（長﨑県雲仙市、島原市、南島原市）

トンネル定期点検（点検状況） 橋梁修繕（床版打ち替え） 直轄診断・修繕代行（直轄診断状況）

高波・高潮対策のための離岸堤や護岸の整備（指宿港海岸） 緊急物資輸送を支える耐震強化岸壁の整備（八代港） 自転車道 自転車専用通行帯 車道混在 メイプル耶馬サイクルロード

◇歩行者と分離された自転車通行空間の整備

◇一般国道3号 東比恵地区 （令和元年度事業完了）

◇廃線跡を利用した自転車通行空間

整備前 整備後

須川第１堰堤（福岡県朝倉市）

御池川1第2砂防堰堤（令和元年10月末完成）

長谷
川渓
流保
全工

長谷川砂
防施設群

大分県大分市内 佐賀県佐賀市内

橋梁架替

遊水池整備予定

ハンプ（※）による速度抑制対策実証実験事例（福岡市）

（※）ハンプ：自動車の走行速度を低減するために
道路上に設けられた凸型の構造物

令和元年12月20日撮影

令和２年１月撮影 令和２年１月撮影

令和元年12月13日撮影

水無川1号砂防堰堤

警戒区域

水無川2号砂防堰堤

平成新山

錦
江
港

北海道
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※出典：気象庁HP（一部速報値を使用）
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関東
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中国・四国
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※上陸時の気圧
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※出典：令和元年度版日本の水資源の現況（昭和61年～平成27年の平均値）
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全国平均
約1.3倍

洪水貯留を行わなかった場合の水位（9.05m）

対策後の水位（8.48m）

洪水を貯留したことにより、
約60cmの水位を低減
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宮之城観測所付近（さつま町）

左岸側
（屋地地区）

右岸側
（虎居地区）

7月1日8：30時点
水位4.21m

ダムが無い場合の
水位4.87m（推定最高水位）

約66㎝の水位低減効果

1

2

3

4

水防団待機水位 4.00m

はん濫注意水位 5.20m

避難判断水位6.40m

はん濫危険水位7.60m

市区町村

自治体の相談に
ワンストップで対応

無電柱化ワンストップ
相談窓口

〈R1.9.30 九州地区無電柱化ワンストップ相談窓口を設置〉

【問合せ先】道路部 道路管理課
TEL：092-476-3533（直通）　FAX：092-476-3481

事務局
（地方整備局 道路管理課）

外部有識者
※（一社）建設コンサルタンツ協会

連携

回答

照会相談・要請

助言・専門家派遣

電力会社

通信会社

ケーブル
テレビ会社

電線管理者

九州は、台風の上陸回数が多く、火山活動が活発で災害リスクが大きい地域です。

高潮等による被害から背後地を防護するための海岸護岸等の整備を推進します。
また、南海トラフ巨大地震による津波被害を軽減し、早期に港湾機能、産業活動を再開させるための防波堤の整備や、緊急
物資輸送を支える耐震強化岸壁の整備を推進します。

ここ数年来、平成29年7月九州北部豪雨、平成30年7月豪雨、令和元年8月豪雨など、気候変動の影響等により激甚な災害が
頻発している状況に鑑み、災害から国民の命と暮らしを守るためには、これまでの教訓や検証を踏まえ、抜本的かつ総合的な
防災・減災対策を講じる必要があります。

橋梁やトンネル等の１巡目の定期点検（5年に1回）が平成30年末に概ね完了しています。
老朽化対策の推進にあたっては、各県メンテナンス会議にて国県市町村の各道路管理者が共通認識をもって一体的
に取り組んでいます。
また、地方公共団体管理の橋梁について、直轄診断・修繕代行による技術的支援を行っています。

無電柱化推進計画（平成30年4月6日決定）に基づき、総合的、計画的かつ迅速に無電柱化を推進します。

ビッグデータを活用し潜在的な危険箇所を特定することで、速度抑制や通過交通の進入抑制対策を実施しています。

歩行者、自転車及び自動車が適切に分離された自転車通行空間の計画的な整備を促進します。
また、サイクルツーリズムによる地域観光づくりを推進し、自転車を活用した地域の活性化を目指します。

安全・安心を確保し、社会経済の活力を維持・増進していくため、激甚な水害が発生した地域等において、集中的に防災・減災
対策を実施します。また、想定される被害状況等を踏まえ、早期に治水安全度の抜本的な向上を図るため、治水対策を重点的に
実施します。

大規模自然災害が発生し、又は発生するおそれがある場合において被災地方公共団体等が行う、被災状況の迅速な把
握、被害の発生及び拡大防止、被災地の早期復旧その他災害応急対策に対する技術的な支援を円滑かつ迅速に実施する
ことを目的としています。

◇地域別台風上陸回数（H13.1～R1.10） ◇降水量（年平均降水量）

※最大津波高

出典：南海トラフの巨大地震モデル検討会資料H24.8.29・R1.6内閣府より
注）各県が公表された被害想定・最大津波高さと異なる部分があります。

◇南海トラフ巨大地震の津波高と津波浸水域◇活発な活動が続く活火山

▲活火山

全国111の活火山のうち、17（約2割）が九州に存在し、主な
活火山として阿蘇山・霧島山・桜島・口永良部があげられます。

治水安全度の向上に大きく寄与する抜本的な治水対策

鶴田ダムでは、令和元年6月30日から7月3日の低気圧に
よる大雨に伴い、防災操作を実施しました。ダム下流の宮之
城観測所付近（さつま町）で、最大約66㎝の河川水位低減
効果があったと推定しています。

ダム事業の効果
平成29年7月九州北部豪雨では、大量に発生した土砂や
流木を既設のダムや砂防堰堤等で捕捉し、下流域の被害軽
減を図りました。

砂防事業の効果

災害の激甚化・頻発化に加え、多様化・複雑化による、これまでの対策では対応しきれない、広域で大規模な被害、河川の油
流出等の新たな課題に取り組むため、国・県・市町等が連携し、地域が連携した浸水被害軽減対策や「まちづくり」による水害に
強い地域への誘導等を推進します。
また、 「既存ダムの洪水調節機能の強化に向けた基本方針」 （令和元年12月12日）に基づき、既存ダムの洪水調節機能の強
化に向けた新たな運用を行えるように、関係利水者等と連携を図りながら取り組んでいます。

流域が一体となった治水対策

河川管理者・都道府県・市町村等からなる大規模氾濫減災協議会を設置し、「逃げ遅れゼロ」、「社会経済被害の最小化」を実
現するため、関係機関と一体となって様々なソフト対策を推進しています。　
また、水害・土砂災害情報を住民に適切に伝えるため、大雨時には専門家による解説に取り組んでいます。

住民目線のソフト対策

火山地域等における荒廃地域の保全を行うとともに、土砂・流木等の流出による災害から人命、財産等を守ることを目的に砂
防設備等の整備を推進します。

六角川水系牛津川では、洪水被害の低減を目的とした「牟田辺遊水地」を整備し、平成14年に完成しました。
令和元年8月豪雨では、堤防決壊や甚大な浸水被害をもたらした平成2年7月豪雨時の雨量を大きく上回りましたが、牟田辺
遊水地で最大約140万㎥の洪水を貯留し、8月27日の豪雨では下流ポンプの運転調整を回避するとともに、8月28日の豪雨で
は下流の砥川大橋地点で水位を約60㎝低下させました。

六角川水系牛津川（牟田辺遊水地の整備による水位低減効果）

◇令和元年8月豪雨の牟田辺遊水地貯留状況 ◇雨量の比較（H2.7豪雨との比較） ◇牛津川7k400付近（砥川大橋地点）

◇宮之城付近での鶴田ダムの水位低減効果（7月１日8時30分）

■九州の多様な災害リスク ＜台風・豪雨・火山噴火＞

■大規模災害に対する港湾の防災・減災対策の推進

■治水事業の整備効果■水害の頻発・激甚化に対応する治水対策の推進 ■道路の老朽化対策の推進

■無電柱化の推進

■通学路等における交通安全対策の推進

■自転車通行空間の整備■総合的な土砂・火山災害対策の推進
■緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE） ▲ETC2.0プローブ情報を用いた分析（福岡県那珂川市）

【ヒヤリ・ハット（急減速）発生箇所】 【地区内走行車両の走行速度】

多言語対応の案内所

親水空間の整備（五ヶ瀬川総合水系環境整備事業）

防災訓練の実施

 

 

海の中道海浜公園

代表施設：旧大連航路上屋
　　　　　（交流施設）

構成施設：門司港国際ターミナル
　　　　　（旅客施設）

構成施設：関門海峡ミュージアム
　　　　　（交流施設）

「みなとオアシス門司港」
登録証交付式

「歴史と文化の道」に面する庁舎 鶴丸城「御楼門」を眺める視点場の整備 小倉城・勝山公園に隣接する庁舎

国営吉野ヶ里歴史公園

かわまち交流広場 鮎やな

八の字堰の復元（球磨川総合水系環境整備事業）

鮎の生息環境の再生
（巨石についた鮎のはみ跡）

巨石による石組み

従来からそこにある景観、歴史、文化などを活かし、また、地域の方々が有する幅広い知識・情報を共有し、観光振興や地
域活性化等に貢献するまちと水辺が融合した空間を形成します。

「みなと」を核としたまちづくりを促進するため、住民参加による地域振興の取組が継続的に行われる施設を「みなと
オアシス」として全国135箇所（九州管内18箇所）を登録（令和元年12月末時点）しています。
「みなとオアシス」では、地域住民、観光客等が交流する様 な々イベントや見学会が開催されており、魅力ある地域づくりを促進します。
令和元年11月15日に開港130周年を迎えた北九州港で、記念式典と併せて「みなとオアシス門司港」が登録されました。

豊かな自然環境を利用し、広域レクリエーション需要に対応できる場の提供、歴史文化の情報発信の拠点、地域と連
携したイベントの開催など、公園事業を通じて地域の活性化に寄与します。

国民の共有財産である官庁施設に関して、良質な施設及びサービスを効率的に提供し、公共建築分野において常に先
導的な役割を果たします。

「道の駅」は、平成5年の制度創設以来、現在では九州で134箇所（令和元年6月末時点）登録されています。2020年からを「道の
駅」第3ステージとして位置づけ、地方創生や観光を加速する拠点の実現に向け、多言語対応等によるインバウンド観光への対応
強化、広域的な防災機能の強化、子育て応援施設の整備によるあらゆる世代が活躍する地域センターとしての取組を推進します。

河川敷地占用許可準則の緩和を受け、平成30年4月に食の拠
点となる「かわまち交流館」がオープン。民間事業者による飲食店
等の経営が可能となり、水辺を活かしたイベントも多数開催され、
観光客等で賑わいをみせています。

◇道の駅の機能

◇主な取組

◇鹿児島第3地方合同庁舎（鹿児島県鹿児島市）

◇みなとオアシス門司港

◇小倉合同庁舎(福岡県北九州市)

・外国人観光案内所の認定

・BCP（事業継続計画）の策定

・ベビーコーナーの設置

地域とともにつくる
個性豊かなにぎわいの場休 憩 機 能 ・24時間、無料で利用できる駐車場・トイレ

情報発信機能 ・道路情報、地域の観光情報、緊急医療情報など提供

地域連携機能 ・文化教養施設、観光レクレーション施設などの地域振興施設

休憩機能

情報発信
機能

地域連携
機能

～民間企業による水辺を活用したイベントの開催～ （五ヶ瀬川かわまちづくり）

加藤清正由来の八の字堰の復元を行い、かつてそこに在った風
景と歴史を蘇らせ、平瀬の復元により鮎の産卵場を創出していま
す。また高水敷整正等により河川利用を促進し、まちと川が一体
となった良好な水辺空間を形成し地域の賑わいを創出します。

～歴史的文化遺産を活用した河川空間の創出～ （新萩原橋周辺地区かわまちづくり）

■かわまちづくり等による魅力ある水辺空間の創出

■「みなと」を核とした魅力ある地域づくり

■文化と風土の継承（公園）

■魅力あふれる公共空間の創造（官庁営繕）

■「道の駅」の第3ステージに向けた取組

阿蘇山砂防

松浦大堰

六角川河口堰

嘉瀬川大堰

岩瀬ダム

指宿港海岸

大分港海岸

下関港海岸

大分川ダム
（ななせダム）

開通済

開通済

事業中

調査中

開通済
事業中
調査中

調査中
その他

開通済(都市高速)
事業中

2019

1,223
7

428
257
95

436
290
140
150

1,513

1,082
7

428
257
29

361
218
103
115

1,300

（88%）
（100%）
（100%）
（100%）
（31%）
（83%）
（75%）
（74%）
（77%）
（86%）

出典：平成30年度河川管理統計（国土交通省水管理・国土保全局水政課）
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149
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1,570

876.0
509.3

1,026.1
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1,285.8
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7,093.3

1,833
715

2,225
1,535
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3,616

4,682

16,508

52
60

210
81
93
53

160

709

出典：平成30年度河川管理統計（国土交通省水管理・国土保全局水政課）

（港湾局）

出典 ： 砂防指定地：直轄　砂防指定地面積調書（平成30年度末時点）
補助　砂防便覧平成26年度版

海岸保全区域：海岸統計平成30年度版

令和2年4月1日現在

山 口 県

福 岡 県

佐 賀 県

長 崎 県

熊 本 県
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宮 崎 県

鹿児島県

合 計

73.89
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宮崎海岸
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全延長
（km） 直轄（国） 直轄（国）直轄延長

（km）

全延長
（km） 直轄延長

（km）

高規格幹線道路の
整備状況（令和2年4月1日現在） （単位：km）

福 岡 県

佐 賀 県

長 崎 県

熊 本 県

大 分 県

宮 崎 県

鹿児島県

合 計

0.83

589.94
851.67

22.80

159.46
1,003.37

2,628.07

4,180.45

1,731.02
3,575.09

11,695.94

9,284.02
5,337.03
8,393.12

44,196.67

筑後川
（赤谷川）

雲仙
球磨川
阿蘇山

大淀川
桜島

道路の管理延長（道路種類別）

■港湾・空港・道路関係位置図

■河川関係位置図

一般国道及び高規格幹線道路等の整備を進め、
円滑な交通と周辺環境の向上を実現します。

国道57号北側復旧ルート（L=約13km）

トンネル（L=約4km）

国道325号直轄道路災害復旧事業
（道路法に基づく権限代行）

主要地方道熊本高森線（県道28号）
（復興法に基づく権限代行：約10km）

8

1,132

1,804

2,936

6,900ha

事業概要2020

国土交通省九州地方整備局国土交通省九州地方整備局 管内関係位置図

災害からの復旧・復興豊かで暮らしやすい地域づくり

国民の安全・安心の確保

生産性と成長力の向上


